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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
東

京
の
番
で
あ
る
。
リ
オ
で

は
、
私
が
よ
く
知
る
義
塾
体

育
会
競
走
部
出
身
の
ア
ス
リ

ー
ト
が
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー
で
見
事
に
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
く
れ
た
。
彼
は
何
度

か
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
経
験

し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
の
栄

冠
で
あ
る
だ
け
に
尚
更
大
き

な
感
激
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
仕
事

冥
利
に
つ
き
る
の
は
こ
ん
な

瞬
間
で
あ
ろ
う
。た
だ
、私
は

起
き
て
し
ま
っ
た
障
害
を
治

療
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

が
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
障

害
を
予
防
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
常
々
思
っ
て
い
る
。

　

私
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ

ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
留
学
以

来
、
歩
行
を
中
心
と
し
た
動

作
解
析
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
と
く
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
障
害
の
真
の
原
因
を
探

り
、
そ
の
予
防
策
を
構
築
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
は
異
な
る
学
部
間
の

協
力
、
あ
る
い
は
企
業
と
の

産
学
共
同
研
究
が
必
要
と
考

え
た
。

　

私
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
研
究
所
に
勤
務
し
て
い

る
が
、
幸
い
、
隣
の
理
工
学

部
、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

歩
い
て
５
分
で
あ
る
。
あ
る

日
、
縁
あ
っ
て
機
械
工
学
科

の
荻
原
教
授
の
と
こ
ろ
へ
ぶ

ら
り
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
が
、

ヒ
ト
と
サ
ル
の
歩
行
の
話
で

盛
り
上
が
り
、
ぜ
ひ
共
同
で

勉
強
会
を
し
ま
し
ょ
う
と
な

っ
た
。
つ
い
先
日
も
行
わ
れ

た
日
吉
歩
行
研
究
会
で
あ

る
。
毎
回
、
医
学
部
の
頭
で

は
思
い
つ
か
な
い
側
面
を
指

摘
し
て
い
た
だ
き
、
非
常
な

知
的
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
し
て
い
る
大
学
院
生
も

勉
強
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

企
業
と
の
共
同
研
究
で
は

ジ
ェ
イ
ア
イ
エ
ヌ
社
とJINS 

MEME

と
い
う
メ
ガ
ネ
型
の

ウ
ェ
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー
を
開

発
し
た
。
メ
ガ
ネ
を
か
け
る

だ
け
で
ア
ス
リ
ー
ト
の
動
作

解
析
が
簡
単
に
行
え
て
か
つ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
も
可
能
で
あ
る
。
障
害

を
招
く
動
作
を
回
避
し
て
ス

ポ
ー
ツ
障
害
予
防
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
の

利
点
が
日
吉
に
い
る
と
肌
で

感
じ
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
立
国
へ

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　

（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー

 

橋
本
健
史　

63
回
）

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

本
部
ド
ク
タ
ー
帯
同
記真

鍋 

知
宏（
75
回
）

ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

生
涯
教
育
研
修
夏
季
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
眼
疾
患
治
療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
：

失
明
し
な
い
、快
適
に
見
る
サ
イ
エ
ン
ス
!!
」

　慶應義塾大学医学部は1917年（大正6年）に私学
で最初の大学医学部として発足し、2017年（平成29
年）に開設100年を迎えます。そこで下記のように
医学部開設100年記念式典・祝賀会、シンポジウム
が開催されることとなりました。
（ご参加申込方法につきましては次回以降にご連絡
させていただきます。）

記
開催日時：2017年5月13日（土）
　　　　　13:00〜16:00　シンポジウム
　　　　　17:00〜18:00　式典
　　　　　18:30〜20:30　祝賀会
開催場所：ホテルニューオータニ「芙蓉」「鶴」
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-1
� 以上

慶應義塾大学医学部開設100年記念式典・祝賀会、
シンポジウムのお知らせ　　

　

平
成
28
年
度
三
四
会
全
国

支
部
長
会
が
、
９
月
24
日

（
土
）
18
時
よ
り
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
で
行
わ
れ
た
。

　

司
会
は
堀
内
行
雄
理
事

で
、
開
会
の
辞
の
中
で
武
田

純
三
会
長
は
、
支
部
ど
う
し

の
連
携
を
強
め
、
三
四
会
と

し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

　

６
月
３
日
、
東
京
・
日
本

橋
に
て
、
一
般
社
団
法
人

「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ
）」
の
設
立

記
者
会
見
が
開
催
さ
れ
た
。

会
見
に
は
三
井
不
動
産
・
代

表
取
締
役
社
長
の
菰
田
正
信

氏
を
は
じ
め
、
筆
者
を
含
む

本
計
画
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が

出
席
。
記
者
陣
か
ら
は
活
発

な
質
問
が
あ
が
り
、
本
計
画

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
た
。

　

日
本
橋
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
産
業
の
一
大
拠
点
を
構

築
す
る
こ
の
計
画
は
、
三
井

不
動
産
が
推
進
す
る
再
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
橋

再
生
計
画
」
に
端
を
発
す

る
。

　

計
画
で
は
、
江
戸
時
代
よ

り
「
く
す
り
の
ま
ち
」
と
し

て
知
ら
れ
る
日
本
橋
に
、
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
に

か
か
わ
る
人
と
情
報
が
行

き
交
う
新
た
な
拠
点
を
設

立
。
そ
の
上
で
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
彼

ら
の
交
流
の
「
機
会
」
を
提

供
す
る
組
織
と
し
て
、
新
た

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ
が
設
立
さ

れ
た
。

　

す
で
に
日
本
橋
の
拠
点
ビ

ル
内
に
は
、
会
員
同
士
が
歓

談
で
き
る
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
や

会
議
室
を
用
意
。
各
種
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
て
い
る
。
起

業
志
望
者
に
は
、
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
提
供
す

る
。

　

筆
者
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ

の
初
代
理
事
長
を
務
め
る
。

副
理
事
長
に
は
、
澤
芳
樹
先

生
（
大
阪
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
長
・
医
学
部
長
）

を
お
迎
え
し
た
。
さ
ら
に
、

運
営
諮
問
委
員
と
し
て
、
松

本
洋
一
郎
先
生
（
理
化
学
研

究
所
理
事
）、
山
中
伸
弥
先

生
（
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
所
所
長
）
ら
錚
々
た

る
顔
ぶ
れ
に
ご
参
画
頂
い

た
。

　

現
在
、
再
生
医
療
な
ど
の

先
端
医
療
を
中
心
に
、
産
学

連
携
に
よ
る
実
用
化
の
動
き

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
で

も
、
福
澤
諭
吉
先
生
の
「
実

学
の
精
神
」
を
重
ん
じ
、
将

来
の
臨
床
応
用
を
見
据
え
た

産
学
連
携
を
推
し
進
め
て
き

た
。
２
０
１
４
年
度
に
は
知

的
財
産
・
産
学
連
携
の
専
任

担
当
者
を
設
置
。
来
年
度
に

は
、
産
・
学
・
医
療
の
新
た

な
連
携
拠
点
と
な
る
研
究

棟
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應
義
塾

大
学
医
学
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」（
信
濃
町

キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
竣
工
す

る
。

　

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は

あ
ら
ゆ
る
学
問
の
複
合
領

域
で
あ
り
、
一
人
の
力
で
解

決
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
、
自

身
の
研
究
活
動
を
通
じ
て

「
学
際
的
研
究
者
の
不
足
」

な
ど
の
課
題
を
痛
感
し
て
き

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ
に
は
、
法

律
家
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
、
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
な
ど
異
業

種
の
プ
ロ
た
ち
が
「
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
参
画
し
て
い

る
。
現
在
直
面
し
て
い
る
様

々
な
課
題
も
、
彼
ら
の
知
識

や
経
験
が
あ
れ
ば
、
解
決
に

導
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ
か
ら
新
た

な
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
が

誕
生
し
、
そ
れ
が
世
界
の
人

々
の
健
康
に
寄
与
で
き
る

よ
う
に
、
理
事
長
の
責
務
を

全
う
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
さ

れ
た
。
次
に
、
戸
山
芳
昭
常

任
理
事
は
、
新
病
院
棟
建
設

事
業
の
進
捗
状
況
と
と
も

に
、
慶
應
義
塾
が
進
め
る
殿

町
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹

介
も
交
え
て
、
三
四
会
が
一

体
と
な
っ
た
協
力
を
呼
び
か

け
た
。
支
部
長
代
表
挨
拶
で

会
場
の
様
子

６
月
３
日
記
者
会
見
で
の
様
子
（
写
真
左
か
ら
三
井
不
動
産
・

菰
田
代
表
取
締
役
社
長
、
岡
野
、
三
井
不
動
産　

植
田
常
務
執

行
役
員
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

横
浜
支
部
長
の
八
十
島
唯
一
君

会
場
の
様
子
。
山
田
昌
和
教
授
（
左
）
と
筆
者
（
右
）

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
第
1
走
者
の

山
縣
亮
太
選
手

�

（
２
０
１
５
年
本
塾
総
合
政
策
学
部
卒
、
掲
載
許
諾
済
）

相原　一教授

選手村内にて

選手村内のポリクリニック視察後の日本選手団
メディカルスタッフ　　　　　　　　　　　　

山田 昌和教授

野田 航介准教授

は
、
山
形
県
の
武
田
和
夫
支

部
長
が
、
支
部
に
お
け
る
募

金
活
動
と
慶
應
義
塾
の
奨
学

金
へ
の
支
援
活
動
の
経
験
を

紹
介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
岡
野
栄
之
医
学
部

長
は
、
医
学
部
創
立
１
０
０

年
事
業
の
準
備
状
況
を
中
心

に
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材

育
成
を
め
ざ
す
医
学
部
教
育

の
現
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
。
竹
内
勤
病
院
長
は
、
２

０
１
６
年
３
月
に
得
ら
れ
た

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
承

認
、
来
年
に
予
定
さ
れ
る
病

院
機
能
評
価
の
審
査
な
ど
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
取
り

巻
く
近
況
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

　

次
に
三
四
会
役
員
か
ら
、

ま
ず
渡
辺
真
純
副
会
長
が
新

病
院
棟
の
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
写
真
や
間
取
り
図
を
用

い
て
詳
細
に
説
明
し
た
。
末

岡
浩
理
事
は
、
三
四
会
員
か

ら
の
募
金
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
慶
應
医
学
の
め
ざ
す
べ

三四会全国支部長会開催
平
成
28
年
度

東
京
・
日
本
橋
に

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
拠
点
を
設
立

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ｊ
初
代
理
事
長
に
就
任

岡
野 

栄
之（
62
回
）

医
学
部
長

　

平
成
28
年
８
月
27
日

（
土
）
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

に
て
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
生
涯
教
育
研
修
夏
季
特
別

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

８
月
の
夏
休
み
時
期
の
開
催

は
初
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
当
日
は
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
く
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

　

高
齢
社
会
と
な
り
、
感
覚

器
の
健
康
が
非
常
に
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
き
た
。
中
で

も
視
覚
情
報
は
外
界
か
ら
の

情
報
の
８
割
以
上
を
占
め
る

と
い
わ
れ
、
眼
の
健
康
は
命

の
次
に
重
要
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、「
眼
疾
患
治

療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
：
失
明
し

な
い
、
快
適
に
見
る
サ
イ
エ

ン
ス
！
！
」
と
題
し
、
各
専

門
領
域
の
第
一
人
者
で
あ
ら

れ
る
三
人
の
先
生
方
と
筆
者

増
加
、
エ
ア
コ
ン
の
普
及
に

よ
り
ド
ラ
イ
ア
イ
患
者
が
急

増
し
て
い
る
。
そ
の
病
態
を

わ
か
り
や
く
解
説
い
た
だ

き
、
涙
に
着
目
し
た
眼
表
面

を
層
別
に
治
療
す
る
日
本
発

の
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
概

説
い
た
だ
い
た
。
ド
ラ
イ
ア

イ
は
筆
者
も
専
門
と
し
て
い

る
が
、
近
年
、
自
覚
症
状
と

神
経
と
の
関
わ
り
も
研
究
さ

れ
て
き
て
お
り
、
山
田
教
授

の
話
か
ら
も
病
態
の
捉
え
方

お
よ
び
将
来
的
な
治
療
の
可

能
性
の
広
が
り
が
伺
え
た
。

　

最
後
に
筆
者
が
、
目
の
老

化
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医

学
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
近
年
、
抗
加

齢
医
学
研
究
は
急
速
に
進
み

注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
、
自
分
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
「
ご
き

げ
ん
」
と
健
康
の
関
連
、
そ

し
て
昨
今
大
き
な
話
題
と
な

り
慶
應
で
も
臨
床
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
た
老
化
制
御
因
子

Ｎ
Ｍ
Ｎ
（Nicotinamide 

Adenine Dinucleotide

）
に

つ
い
て
な
ど
、
最
近
の
ト
ピ

ッ
ク
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
今

回
、
眼
科
で
注
目
さ
れ
て
い

る
「
目
に
良
い
食
べ
物
」
を

紹
介
し
、
三
四
会
顧
問
の
菅

沼
安
嬉
子
先
生
が
そ
の
エ
ビ

デ
ン
ス
を
も
と
に
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
た
料
理
を
囲
ん
で
、
ご

参
加
の
先
生
方
も
お
お
い
に

話
が
弾
ん
で
い
た
様
子
で
あ

っ
た
。

 

（
坪
田
一
男　

眼
59
回
）

で
四
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
を

行
っ
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
相
原
一
教

授
（
東
大
）
に
、
現
在
、
中

途
失
明
の
第
一
位
と
な
っ
て

い
る
緑
内
障
に
つ
い
て
、
そ

の
病
態
と
診
断
、
治
療
に
つ

い
て
の
最
新
の
知
見
を
解
説

い
た
だ
い
た
。
緑
内
障
は
視

神
経
が
侵
さ
れ
る
慢
性
の
進

行
性
疾
患
で
あ
る
が
、
そ
の

複
雑
な
病
態
を
簡
潔
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
後
、

本
邦
で
は
眼
圧
が
高
く
な
い

正
常
眼
圧
緑
内
障
の
多
い
こ

と
、
症
状
が
な
い
た
め
に
発

見
が
遅
れ
や
す
い
こ
と
、
現

在
は
非
常
に
多
く
の
薬
剤
が

開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し

か
し
な
が
ら
患
者
自
身
の
点

眼
に
よ
る
治
療
の
継
続
が
難

し
い
こ
と
な
ど
、
緑
内
障
治

療
の
進
歩
と
課
題
な
ど
が
示

さ
れ
た
。

　

次
に
、
野
田
航
介
准
教
授

（
北
大
）
よ
り
、
糖
尿
病
網

膜
症
治
療
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

糖
尿
病
網
膜
症
は
緑
内
障
と

並
ん
で
失
明
に
つ
な
が
る
疾

患
で
あ
る
が
、
そ
の
患
者
数

は
世
界
で
四
億
人
と
も
い
わ

れ
、
先
進
国
の
都
市
部
で
上

昇
し
て
お
り
、
二
千
四
十
年

に
は
六
億
四
千
二
百
万
人
に

上
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
野
田
准
教
授
は
、

現
在
の
非
常
に
進
歩
し
た
検

査
技
術
と
治
療
に
つ
い
て
、

早
期
発
見
に
よ
り
失
明
を
予

防
で
き
る
疾
患
と
し
て
症
例

を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ

た
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
進

歩
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。

　

続
い
て
、
山
田
昌
和
教
授

（
杏
林
大
）
よ
り
、
急
増
す

る
ド
ラ
イ
ア
イ
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い

た
。
視
覚
情
報
社
会
、
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ユ
ー
ザ
ー
の

　

私
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）
本
部
ド
ク
タ
ー
と
し
て

帯
同
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
Ｊ

Ｏ
Ｃ
本
部
ド
ク
タ
ー
と
し
て

の
三
四
会
員
の
帯
同
は
、
当

セ
ン
タ
ー
の
大
西
祥
平
元
所

長
（
56
回
）
と
石
田
浩
之
准

教
授
（
66
回
）
が
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
冬

季
大
会
で
し
た
。
夏
季
大
会

に
Ｊ
Ｏ
Ｃ
本
部
ド
ク
タ
ー
と

し
て
帯
同
す
る
三
四
会
員
は

私
が
最
初
と
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
内
科
医
と
し
て
臨
床

に
従
事
し
な
が
ら
、
10
年
以

上
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ

ー
と
し
て
の
活
動
を
本
格
的

に
開
始
し
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ

科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
数
多

く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

健
康
管
理
業
務
に
も
従
事
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
２
回
の
冬
季
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
大
会
、
１
回
の

冬
季
ア
ジ
ア
大
会
、
さ
ら
に

１
回
の
夏
季
ア
ジ
ア
大
会
に

Ｊ
Ｏ
Ｃ
本
部
ド
ク
タ
ー
と
し

て
帯
同
し
た
経
験
を
踏
ま
え

て
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
本
部
ド
ク
タ
ー
の

仕
事
は
渡
航
前
の
選
手
の
健

康
診
断
、
監
督
・
コ
ー
チ
の

体
調
把
握
、
事
前
の
感
染
症

対
策
か
ら
、
現
地
で
の
選
手

・
役
員
の
体
調
管
理
、
ド
ー

ピ
ン
グ
検
査
へ
の
対
応
、
各

国
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と

の
交
流
と
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
特
に
今
回
は
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
各
競
技
団
体
に
何
度
も

最
新
情
報
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
競
技
団
体
に

応
じ
た
予
防
接
種
の
相
談
を

受
け
、
接
種
も
実
施
し
ま
し

た
。
報
道
の
通
り
、
当
初
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
た

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
リ
レ
ー
の
銀
メ
ダ
ル

獲
得
の
現
場
に
も
、
銅
メ
ダ

ル
の
行
方
に
心
配
さ
せ
ら
れ

た
競
歩
の
現
場
に
も
立
ち
会

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会
内
に
設
置

さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
と
し

て
、
２
０
１
５
年
末
か
ら
議

論
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

約
1
ヶ
月
と
い
う
長
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
オ
行
き

を
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
戸

山
常
任
理
事
（
54
回
）、
勝

川
教
授
（
64
回
）
を
は
じ

め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
と
し
て
常
日
頃
か
ら
ご

指
導
下
さ
い
ま
す
日
本
陸
連

の
山
澤
文
裕
理
事
・
医
事
委

員
長
（
60
回
）
に
も
感
謝
致

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
大

会
で
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

議
論
が
中
心
で
し
た
が
、
今

回
視
察
し
た
リ
オ
選
手
村
の

ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
診
療

所
）
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

２
０
２
０
年
の
ポ
リ
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
設
備
や
選
手
村
外
の

病
院
と
の
連
携
を
議
論
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
出
来
る

だ
け
多
く
の
三
四
会
員
が
関

わ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
手
村
内
で
す
が
、
日
本
の

宿
泊
棟
内
に
日
本
選
手
団
専

用
の
医
務
室
を
開
設
し
、
選

手
や
役
員
の
診
療
に
あ
た
り

ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
会
場
に
も
足
を
運

び
、
競
技
中
は
応
援
に
専
念

し
な
が
ら
も
、
競
技
前
後
に

は
本
部
ド
ク
タ
ー
と
し
て
の

業
務
を
行
い
ま
し
た
。
男
子

サ
ッ
カ
ー
は
リ
オ
か
ら
飛
行

機
で
４
時
間
離
れ
た
ア
マ
ゾ

ン
の
都
市
マ
ナ
ウ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
本
部
役

員
と
と
も
に
１
泊
２
日
の
旅

程
で
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
私
が
事
前
に
黄
熱
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い

た
た
め
に
選
ば
れ
た
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
過
去
３
大
会

連
続
し
て
世
界
陸
上
に
帯
同

し
て
い
る
陸
上
競
技
に
対
し

て
も
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

き
将
来
に
つ
い
て
有
意
義
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
後

に
、
リ
ー
啓
子
副
会
長
の
閉

会
の
辞
で
締
め
く
く
ら
れ

た
。

　

引
き
続
き
19
時
30
分
よ
り

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
横

浜
支
部
長
の
八
十
島
唯
一
支

部
長
は
、
乾
杯
の
挨
拶
の
中

で
、
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
横

浜
三
田
会
と
の
連
携
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
た
。
近
藤
太
郎

理
事
は
、
地
域
医
師
会
の
役

員
と
し
て
活
躍
中
の
三
四
会

員
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
福
島
裕
之
理
事

は
、
連
合
三
田
会
２
０
１
６

（
10
月
16
日
開
催
）
で
の
三

四
会
企
画
の
講
演
会
な
ど
を

紹
介
し
、
多
数
の
会
員
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

　

各
支
部
の
代
表
か
ら
近
況

が
報
告
さ
れ
、
鈴
木
悠
史
評

議
員
（
形
93
回
）
の
指
揮
で

肩
を
組
み
な
が
ら
「
若
き

血
」
を
斉
唱
し
た
後
、
古
梶

清
和
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
散
会
と

な
っ
た
。
懇
親
会
の
司
会
を

務
め
た
私
に
も
、
支
部
を
通

じ
た
三
四
会
の
固
い
結
束

が
感
じ
ら
れ
た
夜
と
な
っ

た
。

 

（
山
上　

淳　

77
回
）


